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「

長
区
東

　
田
松

　純

　

　

跡
城
島
名
、
宮
崎
筥
、
宮
椎
香
や
島
賀
志
、
は
区
東

に
源
資
る
あ
力
魅
な
的
史
歴
の
く
多
る
す
と
め
じ
は
を

づ
ち
ま
た
し
か
活
を
力
魅
の
ら
れ
そ
は
で
区
、
れ
ふ
あ

し
と
環
一
の
み
組
り
取
の
そ
。
す
ま
い
て
め
進
を
り
く

成
平
、
て

21

歴
「
で
版
区
東
り
よ
だ
政
市
ら
か
月
５
年

区
東
、
り
た
あ
に
載
掲
。
た
し
ま
め
始
を
載
連
て
し
と

た
い
を
供
提
の
真
写
や
筆
執
の
稿
原
、
に
様
皆
の
）
会

。
す
ま
り
お
て
い
だ

　

載
連
、
ら
か
と
こ
た
得
を
評
好
号
毎
に
様
皆
の
者
読

と
ま
て
し
と
子
冊
に
会
機
を
の
る
え
迎
を
年
周
二
始
開

を
力
協
集
編
に
様
皆
の
会
ぽ
ん
さ
、
り
な
と
と
こ
る
め

。
た
し
ま
し
成
完
が
」
く
往
を
道
街
史
歴
区
東
「
る
き

た
め
と
ま
り
取
を
報
情
る
す
関
に
化
文
や
史
歴
な
近
身

。
す
で
い
幸
ば
れ
け
だ
た

　

纂
編
の
書
本
、
に
後
最

だ
た
い
力
尽
ご
、
り
た
あ
に

に
様
皆
の
会
ぽ
ん
さ
、
め
じ
は
を
長
会
賀
古
た
し
ま
き

。
す
ま
げ
上
し
申
礼
お
く
厚

会
ぽ
ん
さ

　
長
会

　

郎
偉
賀
古

　

　

通
、
見
く
な
気
何
、
段
普
。
た
し
ま
ち
経
が
月
歳
の
年

や
史
歴
な
外
意
に
物
造
石
、
社
寺
や
祠
る
い
て
ぎ
過
り

は
昔
が
区
地
る
居
で
ん
住
の
分
自
、
り
有
が
語
物
承
伝

民
区
の
く
多
に
と
ご
る
ね
重
を
回
。
た
し
で
端
発
の
設

所
な
適
素
は
区
地
る
居
で
ん
住
の
私
「、
ら
か
様
皆
の

を
筆
、
り
な
に
う
よ
く
戴
々
多
を
話
お
な
う
よ
う
言
と

　

れ
さ
載
掲
に
面
紙
』
り
よ
だ
政
市
『
で
ま
れ
こ
回
今

た
し
ま
り
な
と
び
運
の
刊
発
め
と
ま
に
子
冊
を
の
も
た

が
子
冊
小
の
こ
。
ん
せ
ま
え
た
に
び
喜
に
誠
、
は
と
こ

ご
に
供
お
の
策
散
、
に
助
一
の
究
研
史
土
郷
の
方
様
皆

。
す
で
甚
幸
ば
れ
す
ま
き
頂
用
利

　

』
会
）
ぽ
ん
さ
（
歩
・
歩
・
歩
称
愛
『
も
ど
私
に
後
最

い
願
お
う
よ
す
ま
り
賜
を
援
支
ご
い
強
力
も
と
後
今
に

。
す
ま
し
た
い
と
拶
挨
の
私
、
て
げ
上
し
申
を

あいさつ

発行にあたって
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1

　

を
」
行
飛
陸
着
無
独
単
洋
西
大
「

ド
ン
リ
家
行
飛
の
人
カ
リ
メ
ア
た

4
年

。
す
ま
い
て
れ
ば
呼
で
称
愛
の
」
り
通
グ

】
人
内
案
【

　

　

』
会
）
ぽ
ん
さ
（
歩
・
歩
・
歩
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
柳

 

昭
英

界
世
が
人
夫
と
彼
、
年
六
和
昭
の
後

。
た
し
ま
り
降
い
舞
に
場
行
飛
上
水

か
国
外
て
め
初
で
目
年
二
て
し
港
開

々
人
の
岡
福
た
え
迎
を
機
行
飛
の
ら

う
よ
見
を
雄
英
の
空
、
目
と
ひ
、
は

。
す

　

場
行
飛
上
陸
は
代
時
、
年
９
和
昭

を
行
運
の
便
期
定
、
り
お
て
め
求
を

第
岡
福
の
巣
ノ
雁
、
後
の
そ
。
止
停

引
を
割
役
り
よ
に
場
開
の
場
行
飛
一

上
水
。
た
し
ま
れ
さ
鎖
閉
、
ぎ
継
き

一
場
行
飛
や
海
た
し
走
滑
が
機
行
飛

そ
、
れ
ら
て
立
め
埋
、
在
現
、
は
帯

建
が
碑
念
記
ぶ
の
し
を
昔
に
角
一
の

（所在地）東区名島 1

名島に飛来したリンドバーグ夫妻機
（昭和 6年）「故郷名島の歴史」より
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治
明

21

、
み
込
い
迷
に
湾
多
博
年

、
め
た
う
弔
を
霊
の
鯨
た
れ
さ
獲
捕

も
た
て
建
が
ち
た
師
漁
の
屋
網
崎
箱

ま
り
あ
に
内
構
学
大
州
九
。
す
で
の

内
境
宮
満
天
屋
網
、
在
現
、
が
た
し

。
す
ま
い
て
れ
ら
祭
に

　

よ
に
」
報
新
陵
福
「
聞
新
の
時
当

荒
、
で
出
総
師
漁
の
町
屋
網
、
と
る

を
鯨
の
合
沖
、
中
の
海

2
、
3

か
日

鯨
。
獲
捕
め
詰
い
追
に
浜
海
て
け

長
全
、
は

13

9
トは

値
売
と
る
め
含
を
臓
内
や
油
、
ン

4

に
回

　

と
る
す
算
換
に
金
お
の
今
「

思
と
る
あ
で
度
程
円
万
0
0
9
1

０
０
２
師
漁
の
時
当
。
す
ま
れ
わ

り
た
当
戸
一
と
る
す
分
配
で
戸9

回
今
、
り
な
に
円
0
0
0
5
万

で
当
配
の
額
高
り
よ
金
付
給
額
定
の

推
は
ん
さ
本
橋
の
人
内
案
と
」
た
し

。
す
ま
い
て
し
計

　

た
師
漁
た
し
に
懐
を
金
お
ぬ
わ
思

、
り
た
し
業
興
を
屋
小
居
芝
、
は
ち

区
地
崎
箱
と
り
た
い
開
を
宴
の
い
祝

】
人
内
案
【

　

　

』
会
）
ぽ
ん
さ
（
歩
・
歩
・
歩
『

　

　
　
　
　
　
　
　

 　

本
橋

 

雄
幸

鯨の標と書かれた珍しい碑（写真左）

（所在地）東区箱崎 2　 網屋天神内
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点
に
地
各
国
全
は
名
地
の
良
々
多

代
古
る
あ
で
法
鉄
製
の
来
古
、
し
在

い
と
の
も
る
す
来
由
に
鉄
製
ら
た
た

室
り
上
め
攻
に
都
京
に
機
契
を
れ
こ

。
す
ま
り
な
に
と
こ
く
開
を
府
幕
町

者
牲
犠
の
戦
合
浜
良
々
多
に
角
一
の

兜
「
る
つ
ま
を

を
来
由
と
」
塚

し
記

ま
き
で
が
と
こ
る
見
を
碑
石
た

。
す

】
人
内
案
【

　

　

』
会
）
ぽ
ん
さ
（
歩
・
歩
・
歩
『

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
大

 

祐
二

。
す
ま
い
て
れ
わ

　

に
域
流
な
大
広
の
系
水
川
良
々
多

土
出
な
重
貴
り
あ
数
多
が
跡
遺
、
は

地
の
こ
。
す
ま
い
て
れ
さ
掘
発
が
品

、
ど
な
道
街
津
唐、
や
道
官
の
代
古
は

こ
と
な
ん
盛
が
流
物
や
来
往
の
々
人

。
た
し
で
ろ

　

を
史
歴
の
本
日
、
が
地
の
良
々
多

）
年
６
３
３
１
（年
元
元
延
。
す
ま
り

氏
尊
利
足
た
き
て
び
の
ち
落
に
州
九

氏
池
菊
の
後
肥
で
勢
手
の
か
ず
わ
が

激
で
ん
挟
を
川
良
々
多
と
軍
大
の

戦
合
浜
良
々
多
な
名
有
に
世
後
。
突

、
は
氏
尊
た
し
利
勝
に
的
跡
奇。
す
で

大和さんお勧めの「多々良ふれ愛ロード」

（所在地） 東区多々良浜
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正
天

15

臣
豊
）
年
７
８
５
１
（
年

多
博
、
途
帰
の
伐
征
氏
津
島
が
吉
秀

凱
に

な
重
度
は
ち
ま
、
き
と
た
し
旋

九州病院敷地内にある「釜掛の松」の碑

に
宮
崎
筥
は
吉
秀
で
こ
そ
。
た
し
ま

し
ま
め
努
に
興
復
の
多
博
り
ま
ど
と

。
た

　

利
千
の
人
茶
は
吉
秀
、
き
と
の
こ

ま
せ
か
開
を
会
茶
で
原
松
崎
箱
に
休

釜
の
龍
雲
に
枝
の
松
は
休
利
。
た
し

」
茶
べ
す
ふ
「
く
た
を
葉
松、
り
つ
を

、
ろ
こ
と
た
し
催
を
会
て
し
夫
工
を

変
大
は
吉
秀
、
て
え
添
を
情
風
に
会

。
す
で
う
そ
だ
ん
喜

　

茶
の
」
松
の
掛
釜
「
の
原
松
崎
箱

る
あ
で
会
茶
む
し
楽
で
外
屋
、
が
会野

ま
い
て
れ
わ
言
と
り
ま
始
の
点

。
す

　

の
方
地
州
九
、
は
と
」
べ
す
ふ
「
※

ふ
「、
し
指
を
と
こ
の
火
き
た
で
言
方

沸
て
し
や
燃
ど
な
葉
松
は
と
」
茶
べ
す

】
人
内
案
【

　

』
会
）
ぽ
ん
さ
（
歩
・
歩
・
歩
『

　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

本
橋

 

雄
幸

（所在地）東区馬出３　九大医学部内
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伝
と
た
え
植
が
后
皇
功
神
に
内
境

綾
る
い
て
れ
ら
え

杉
る
れ
ば
呼
と
杉

り
な
重
が
葉
の
木
。
す
ま
り
あ
が

和
今
古
新
、
で
の
も
た
れ
ら
け
付
名

の
宮
の
椎
香
る
ふ
や
は
ち
「
に
集
歌

な
る
て
た
に
き
そ
み
の
神
は
杉
や
あ

。
す
ま
い
て
れ
ま
詠
と
」
り
け
り

　

ま
り
あ
が
句
な
名
有
つ
と
ひ
う
も

杉
の
世
る
ぶ
早
千
や
つ
立
秋
「。
す

も
だ
ん
詠
が
石
漱
目
夏
と
」
て
り
あ

度
三
は
石
漱
と
る
よ
に
録
記
、
で
の

気
ど
ほ
よ
。
す
ま
い
て
れ
訪
を
岡
福

29

新
、
は
に
年

在
滞
ど
ほ
間
週
一
い
伴
を
子
鏡
の
妻

吉
春
、
れ
訪
を
宮
崎
筥
や
宮
椎
香
し

多
博
や
秋
く
行
「。
泊
宿
に
館
旅
の

ま
い
で
ん
詠
と
」
き
易
け
解
の
帯
の

と
時
当
が
石
漱
目
夏
た
し
出
に
世
を

地
の
行
旅
婚
新
い
し
珍
だ
ま
は
て
し

。
す
で
の

】
人
内
案
【　

』
会
）
ぽ
ん
さ
（
歩
・
歩
・
歩
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
瀬

 

六
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部
安

 

光
征

本殿前の綾杉と樹下の歌碑

（所在地） 東区香椎４
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屋
糟
、
は
に
代
時
戸
江
は
浜
塩
区
東

ま
ど
奥
の
湾
多
博
れ
ば
呼
と
浜
多
奈
郡

で
地
浜
、
く
濃
が
分
塩
の
水
海
、
で
り

い
て
し
適
に
田
塩
、
く
良
が
り
た
あ
陽

　

30

な
で
け
だ
田
塩
は
地
土
の
歩
町

り
溜
水
れ
さ
用
活
も
て
し
と
地
畑
、
く

が
産
生
に
い
大
、
り
な
に
場
魚
養
は

上

し
ま
し
献
貢
に
政
財
の
藩
、
り
が

。
た

　

。
す
ま

】
人
内
案
【

　

』
会
）
ぽ
ん
さ
（
歩
・
歩
・
歩
『

　
　
　
　
　
　

  

　
　

井
酒

 

司
孝

禄
元
ら
か
と
こ
る

16

3
0
7
1
（
年

）
年

4

に
代
時
の
政
綱
田
黒
、
主
藩
代

30

（
歩
町

30

。
た
し
ま
れ
か
開
が
田
塩
な

　

が
波
津
、
風
台
や
雨
豪
、
し
か
し

の
う
ま
し
て
し
流
し
押
を
田
塩
と
々
次

福
、
り
な
と
要
必
が
防
堤
な
固
堅
、
で

一
て
し
に
食
民
の
用
日
は
塩
「
は
藩
岡

次
に
穀
米
、
と
こ
ず
ら
か
べ
く
欠
も
日

。
画
計
を
成
造
の
堤
波
防
と
」
・
・
・
げ

平
本
松
、
は
の
た
し
揮
指
を
事
工

と
内

を
金
資
が
商
豪
の
多
博
、
で
士
藩
う
い

政
安
、
り
な
と
主
銀
る
す
助
援

5
年

に
）
年
8
5
8
1
（

6

か
を
月
歳
の
年

。
た
し
ま
せ
さ
成
完
け

昭和 34 年旧和白町により建立された記念碑

（所在地） 東区塩浜３
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置
位
に
側
南
の
島
賀
志
、
は
社
神
同

綿
の
国
全
る
す

山
本
総
の
社
神
見
津

同
、
で

す
念
祈
を
漁
豊
と
穣
豊
穀
五
は
り
祭

で
り
祭
る

。
す

　

（
秋
春
は
祭
同

4

と
月

11

）
月

2
回な

す
り
か
「
は
昔
、
で
り
祭
る
れ
わ
行

。
た
し
ま
い
て
れ
ば
呼
と
」
祭
御
の
り
ど

山
「
を
春
は
在
現

、」
祭
猟
漁
蒔
種
誉

山
「
を
秋

の
こ
、
い
い
と
」
祭
猟
漁
誉

ま
び
呼
と」
祭
め
ほ
山
「称
通
を
り
祭

。
す

　

は
で
か
ら
明
は
源
起
の
事
神
め
ほ
山

も
に
話
神
后
皇
功
神
、
が
ん
せ
ま
り
あ

が
徴
特
に
作
所
の
そ
、
れ
ら
見
が
述
記

の
ろ
後
殿
本
が
ち
た
老
古
。
す
ま
り
あ

笠
三
の
側
西
、
山
笠
衣
の
側
北
、
山
勝

山
い
良
ら

　。
す
ま
え

、
し
潤
を
畑
田
と
つ
育
が
山
は
れ
こ

ま
い
て
し
示
暗
を
と
こ
す
ら
た
も
を
作
豊

。
す

　

を
題
問
境
環
れ
わ
失
が
林
山
の
く
多

昔
の
年
百
数
千
、
し
対
に
代
現
る
え
抱

、
を
さ
切
大
の
然
自
は
ち
た
人
先
ら
か

。
す
で
の
た
い
て
え
教
て
し
通
を
り
祭

】
人
内
案
【

　

』
会
）
ぽ
ん
さ
（
歩
・
歩
・
歩
『

　

　
　
　
　
　
　
　

  

　
賀
古

 

偉
郎

11月 15 日に行われた秋の山誉め漁猟祭

（所在地） 東区志賀島
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山
久
、
町
宮
新
と
区
東
は
山
花
立

井
「」
山
神
二
「、
で
山
の
ル

」
山
楼

霊
は
く
古
。
す
ま
い
て
れ
ば
呼
も
と

玄
、
り
あ
で
象
対
の
仰
信
て
し
と
山

二
る
え
見
ら
か
船
る
す
海
航
を
灘
界

ま
。
た
し
で
印
目
な
要
重
が
峰
の
つ

の
ら
ぐ
や
る
張
見
を
敵
は
と
楼
井
た

い
て
し
表
を
史
歴
の
山
同
、
で
味
意

。
す
ま
え
言
と
る

　

宋
対

て
し
と
港
易
貿
、
来
以
易
貿

と
点
拠
要
重
の
前
筑
、
り
あ
々
度
が

貞
友
大
・
族
一
の
氏
友
大
後
豊
て
し

城
花
立
る
あ
で
城
山
の
一
州
九
が
載

州
九
の
吉
秀
臣
豊
。
た
し
ま
き
築
を

正
天
、
後
一
統

16

８
８
５
１
（
年

す
国
入
に
前
筑
が
景
隆
川
早
小
）
年

郭
城
ど
な
む
積
く
高
を
垣
石
、
と
る

し
ま
し
示
誇
を
力
勢
て
し
造
改
大
を

城
廃
に
も
と
と
る
入
に
前
筑
が
政
長

や
垣
石
も
で
今
、
が
た
し
ま
り
な
と

や
地
陣
御
防
は
に
峰
各
、
跡
戸
井
古

 

曲

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
見
を
跡
輪

】
人
内
案
【

　

』
会
）
ぽ
ん
さ
（
歩
・
歩
・
歩
『

　

　
　
　
　
　
　
　

  

　門

　
夫
靖

西（玄界灘）方面から見ると二つの峰が見えます

（所在地）東区・新宮町・久山町
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。
区
地
崎
戸
西
く
続
が
み
並
町
な
静
閑

地
の
毛
不
で
地
砂
面
一
は
前
年
０
０
４

土
砂
に
期
初
代
時
戸
江
。
ん
さ
口
江
と

、
し
功
成
に
林
植
の
松
て
れ
入
を
土
に

変
に
地
の
松
青
砂
白
け
か
を
月
年
い
長

。
た
し
ま
し
う
ぼ

　

か
ず
わ
、
は
期
初
治
明

14

、
帯
世
0
0
6
2
約
、
在
現
も
家
人
た

ま
い
て
し
ら
暮
が
々
人
の
人
0
0
0
6

機
転
る
す
展
発
く
き
大
が
町
の
こ
。
す

と
港
出
積
炭
石
。
す
で
道
鉄
の
本
一
は

の
深
水
に
的
較
比
で
中
の
湾
多
博
て
し

明
、
ち
立
が
矢
の
羽
白
に
崎
戸
西
い
深治

37

博
に
間
の
恵
須
ら
か
崎
戸
西
に
年

J
の
在
現
（
道
鉄
湾
多

）
線
椎
香
R

田
炭
屋
粕
は
に
期
盛
最
、
れ
さ
設
敷
が

間
年
る
れ
さ
出
産
ら
か

43
万
4

。
た
し
ま
れ
さ
出
み
積
が
炭
石

　

治
明

42

和
昭
や
設
開
所
油
製
の
年

12軍
米
の
後
戦
、
坑
開
坑
炭
崎
戸
西
の
年

を
園
公
浜
海
道
中
の
海
の
営
国
、
今
て

。
す
ま
い
で
ん
歩
を
代
時
新
て
し
と
域

】
人
内
案
【

　

』
会
）
ぽ
ん
さ
（
歩
・
歩
・
歩
『

　

　
　
　
　
　
　
　

 

　

 

口
江

 

彦
明

（所在地） 東区西戸崎

塩浜付近を走る博多湾鉄道（写真奥）
（旧和白町合併２０周年記念誌より）
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を
話
の
郎
太
島
浦
に
ろ
こ
の
も
ど
子

の
こ
。
す
ま
い
思
と
い
多
は
人
た
い
聞

、
れ
が
継
り
語
で
々
浦
々
津
国
全
は
話

白
面
も
の
う
違
れ
ぞ
れ
そ
が
身
中
の
話

に
島
賀
志
、
は
回
今
。
す
で
ろ
こ
と
い

ま
し
介
紹
を
説
伝
郎
太
島
浦
る
わ
伝

　

裏
（
島
浦
は
馬
勝
、
側
北
の
島
賀
志

う
い
と
郎
太
に
村
の
こ
。
ぶ
呼
と
）
島

子
姫
、
娘
人
一
の
長
郷
、
て
い
が
年
青

省
不
事
人
、
い
あ
に
天
荒
が
郎
太
た
出

。
た
じ
案
を
策
一
は
長
郷
。
う
言
を
言
わ

を
敷
屋
り
彩
に
か
や
鮮
を
々
島
の
岸
海

を
子
姫
、
け
つ
り
飾
に
う
よ
の
城
宮
竜

の
村
。
た
せ
ら
飾
着
に
う
よ
の
様
姫
乙

大
は
郎
太
。
た
て
立
仕
に
女
侍
も
達
娘

く
た
で
め
て
れ
さ
福
祝
に
民
村
は
人
二

。
う
言
と
、
た
れ
ば
結

　

う
違
し
少
は
と
話
た
い
聞
が
ん
さ
皆

を
事
う
い
と
る
あ
に
近
身
、
く
な
で
所

。
か

】
人
内
案
【

　

』
会
）
ぽ
ん
さ
（
歩
・
歩
・
歩
『

　

　
　
　
　
　
　
　

     

賀
古

 

偉
郎

竜宮城のように飾り付けられたと伝説が残る二見岩

（所在地） 東区志賀島
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防
堤
に
い
沿
川
美
宇
、
期
中
代
時
戸
江

残
を
跡
足
な
大
偉
に
展
発
業
農
て
い
築
を

碑
る
え
た
た
を
績
功
の
郎
四
彦
丸
王
た
し

傍
の
）
近
付
目
丁
二
島
松
（
橋
大
島
松
が

　

田
新
り
守
を
地
農
ら
か
害
塩
や
害
水
は
郎

藩
を
性
要
必
の
防
堤
、
め
た
る
す
拓
開
を

ず
わ
、
て
し
員
動
を
人
万
７
約
、
き
説
に

み
積
石
ぶ
及
に
ロ
キ
４
さ
長
で
間
日
５
か

。
た
し
ま
げ
上
き
築
を
防
堤
の

　

虫
害
を
稲
、
は
に
郎
四
彦
つ
と
ひ
う
も

と
者
明
発
の
」
法
除
駆
油
注
「
る
守
ら
か

。
す
ま
り
あ
が
績
功
の
て
し

　

を
台
明
灯
の
壇
仏
は
郎
四
彦
、
日
る
あ

多
で
田
水
、
日
翌
、
し
出
れ
流
が
）
油
種

死
の
ゴ
ナ
イ
の
数

。
た
し
ま
し
見
発
を
骸

イ
と
る
張
に
田
水
を
油
の
鯨
に
め
た
の
念

効
る
せ
さ
息
窒
で
い
さ
ふ
を
門
気
の
ゴ
ナ

か
れ
そ
。
た
し
ま
り
あ
が
果

藩
田
黒
、
ら

し
ま
れ
さ
奨
推
が
法
油
注
は
で

。
た

　

日
西
り
よ
に
生
発
大
類
カ
ン
ウ
虫
害
の
稲

饉

（ 

被
は
辺
周
村
羅
田
多
も
に
）
年
２
３
７
１

。
た
し
で
作
豊
は
年
の
こ
、
れ
免
を
害

　

法
除
駆
の
こ
た
れ
わ
行
に
的
国
全
、
年
後

。
す
ま
い
て
れ
わ
い
と
地
の
祥
発
が
国
前
筑
は

】
人
内
案
【

　

』
会
）
ぽ
ん
さ
（
歩
・
歩
・
歩
『

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

  

　
本
橋

 

雄
幸

農業発展の功績をたたえる碑

（所在地） 東区松島２
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玉
、
に
手
裏
殿
神
宮
本
の
宮
椎
香

え
び
そ
が
杉
る
あ
て
し
ら
巡
を
垣

杉
植
手
御
下
殿

　

治
明

33
年
10
月
28

、
年
の
こ
。
す
ま
り
あ
が
碑
石
の」
日

治
明

33

の
年

10

わ
に
月
カ
２
ら
か
月

ち
の
（
子
太
皇
王
親
仁

訪
を
円
一
州
九
北
が
）
皇
天
正
大
の

は
行
旅
の
時
の
こ
。
た
し
ま
れ
さ
問

太
皇
王
親
仁
嘉
、
に
」
記
日
順
西
「

、
が
子

10
月
28

境
宮
椎
香
岡
福
の
日

あ
、
に
際
の
」
り
狩
茸
松
「
の
で
内

更
殊
「
で
の
る
れ
採
が
茸
松
に
り
ま

ラ
ヤ
と
」
や
ず
ら
あ
は
し
に
え
植
に

た
せ
さ
て
慌
を
者
係
関
き
抜
見
を
セ

。
す
ま
い
て
れ
さ
記
と

　

、
は
て
い
つ
に
」
茸
松
の
椎
香
「

産
の
茸
松
は
々
山
の
椎
香
で
ま
前
戦

茸
松
の
ら
か
街
の
多
博
と
る
な
に
秋

。
た

　

、
で
の
る
え
生
ら
か
松
赤
は
茸
松

長
、
や
近
付
学
大
子
女
岡
福
の
在
現

香
元
と
た
れ
採
く
多
も
ら
か
山
の
谷

想
回
の
氏
雄
辰
郷
本
の
長
館
民
公
椎

。
す
ま
い
て
れ
さ
記
も
に
録

】
人
内
案
【

　

』
会
）
ぽ
ん
さ
（
歩
・
歩
・
歩
『

　

　
　
　
　
　
　
　

  

　
部
安

 

光
征

香椎宮本殿と大正天皇が植樹した杉（右側）

（所在地） 東区香椎４
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指
国
の
一
唯
で
市
、
で
岸
海
の
島
名

あ
で
）
物
鉱
質
地
（
物
念
記
然
天
の
定

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
見
を
石
柱
帆
る

鮮
朝
（
韓
三
が
后
皇
功
神
、
は
で
説
伝

と
た
し
還
帰
ら
か
）
国
三
代
古
の
島
半

　

前
ど
ほ
年
万
０
０
５
３
約
、
は
際
実

さ
長
。
す
で
の

10

60個
９
が
石
い
長
細
の
形
柱
円
の
チ
ン
セ

の
波
る
せ
寄
ち
打
、
で
態
状
た
れ
折
に

ま
れ
く
て
せ
見
を
影
面
の
代
古
に
中

。
す

　

歴
、
は
で
区
校
島
名
る
あ
の
石
柱
帆

を
り
く
づ
域
地
た
し
か
生
を
産
遺
的
史

保
・
化
美
境
環
の
辺
周
、
り
お
て
め
進

成
結
が
会
護
愛
境
環
た
し
と
的
目
を
全

に
日
曜
土
一
第
月
毎
。
す
ま
い
て
れ
さ

校
学
中
崎
松
、
も
ど
子
や
人
大
の
域
地

活
掃
清
の
辺
周
、
て
し
力
協
も
徒
生
の

　

史
歴
、
れ
ら
守
で
力
協
の
人
の
域
地

ん
せ
ま
来
に
見
を
石
柱
帆
る
語
物
を

。
か

【

】
人
内
案　

』
会
）
ぽ
ん
さ
（
歩
・
歩
・
歩
『

　

　
　
　
　
　
　
　

  

　
村
吉

 

絋
一

中央に横たわる丸太のような石が帆柱石

（所在地） 東区名島１
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線

轡
に
脇
路

ま
り
あ
が
寺
乗
託
山
納

。
す

　

兵
出
鮮
朝
）
年
４
９
５
１
（
年
３
禄
文

教
僧
高
の
宗
真
土
浄
、
折
の

、
は
人
上
如

り
帰
た
来
へ
州
九
に
い
舞
見
中
陣
の
吉
秀

泉
良
の
）
市
賀
古
の
在
現
（
村
柳
青
、
に

唯
職
住
の
寺
同
。
た
し
ま
し
泊
宿
に
寺

念、
れ
さ
許
て
し
願
懇
を
行
随
の
へ
都
京
、
は

。
た
し
ま
み
励
に
行
修
で
許
の
如
教

　

し
郷
帰
に
村
柳
青
、
後
の
そ
は
念
唯

到

年
３
保
正
。
山
開
を
寺
乗
託
山
関

琳
の
子
弟
に）
年
６
４
６
１
（

、
し
家
分
が
珈

轡
に
区
地
苫
三
の
在
現

建
を
寺
乗
託
山
納

。
た
し
ま
し
立

　

皇
功
神
、
は
に
戸
井
古
る
あ
に
寺
の
こ

り
あ
が
説
伝
な
う
よ
の
次
る
わ
つ
ま
に
后

）
載
記
に
紀
書
本
日
（
征
出
韓
三
。
す
ま

め
求
を
水
み
飲
は
行
一
の
后
皇
、
途
帰
の

が
水
が
す
ま
し
陸
上
へ
浜
鶴
花
の
賀
古
て

轡
が
馬
の
后
皇
と
る
す
。
ん
せ
ま
り
あ

を

と
る
来
で
ま
苫
三
、
し
出
け
駆
り
切
み
噛

。
た
し
ま
り
蹴
を
地
大
に
ん
か
さ
で
足
前

き
湧
が
水
清
と
る
掘
を
所
場
の
そ
が
行
一

轡
「
を
戸
井
、
で
の
た
し
出

一
の
こ
、」
水

轡
「
を
名
地
の
帯

埋
を
轡
の
馬
の
そ
、」
崎

轡
「
を
丘
た
め

な
に
う
よ
ぶ
呼
と
」
山
納

。
た
し
ま
り

】
人
内
案
【

』
会
）
ぽ
ん
さ
（
歩
・
歩
・
歩
『

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

  

門

　
夫
靖

轡納山託乗寺にある「轡水」と呼ばれる井戸

（所在地） 東区三苫４
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、
間
年
０
０
３
約
ら
か
期
末
安
平

の
）
府
都
京
の
在
現
（
京
は
島
賀
志

園
荘
の
家
皇
天
る
す
理
管
が
家
田
島

こ
。
た
し
で
部
一
の
）
領
堂
講
長
（

ら
送
へ
家
田
島
ら
か
島
賀
志
、
間
の

様
の
園
荘
の
時
当
、
り
よ
状
書
た
れ

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
知
を
子

　

の
貢
年
に
の
る
送

4

し
と
賃
運
も
割

を
れ
こ
は
官

3

よ
む
済
で
賃
運
の
割

が
状
書
た
れ
さ
記
と
た
し
力
努
に
う

約
（
尺
二
径
直
た
ま
。
す
ま
り
あ

66尺
一
い
ぜ
い
せ
「
に
示
指
の
と
に
う

高
、
し
か
し
。
る
あ
ら
な
物
の
度
程

書
る
ね
尋
と
」
か
い
良
が
る
あ
で
値

な
う
よ
い
く
に
し
手
入
で
京
。
も
状

、
は
の
る
す
文
注
に
島
賀
志
を
鉢
大

ア
「か
ほ
の
そ。
す
ま
れ
わ
思
と
だ
ら

た
し
参
持
に
折
の
上
参
は
辛
塩
の
ジ

恒
年
毎
の
ち
た
人
海
の
島
賀
志
。
い

あ
も
状
書
た
れ
さ
記
ど
な
」
む
頼
を

活
生
の
園
荘
の
辺
海
も
に
か
い
、
り

。
す
ま
せ
さ
じ
感
を

】
人
内
案
【

　

』
会
）
ぽ
ん
さ
（
歩
・
歩
・
歩
『

　

　
　
　
　
　
　
　

 

　
賀
古

 

偉
郎

（所在地） 東区志賀島

志賀島と海の幸を描いた
小林さん（島内在住）の作品
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脇
線
本
島
児
鹿
Ｒ
Ｊ
の
目
丁
六
崎
箱

蔵
地
造
石
（
蔵
地
軍
将
に
堂
お
つ
立
に

蔵
地
の
こ
。
す
ま
り
あ
が
）
像
座
薩
菩

２
６
１
さ
高
は

.

高
像
、
チ
ン
セ
５

０
８

.
８

に
財
化
文
定
指
の
県
で
チ
ン
セ

。
す

　

、
男
長
の
盛
清
平
「、
は
で
え
伝
い
言

門
一
、
て
い
憂
を
来
将
の
家
平
が
盛
重

る
あ
に
宋
て
じ
命
に
）
長
の
船
和
（
頭

 
育

浙
国
中
（
山
王

の
宗
禅
る
あ
に
省
江

。
た
し
ま
し
進
寄
を
両
千
３
金
砂
に）
寺

ら
贈
が
蔵
地
ら
か
山
王
育
に
礼
お
の
そ

た
し
国
帰
が
頭
船
、
が
た
し
ま
き
て
れ

、
り
去
を
世、
は
盛
重
に
で
す
は
に
き
と

と
」
た
し
ま
い
て
し
落
没
も
門
一
家
平

を
金
砂
、
が
盛
重
。
す
ま
い
て
れ
わ
言

巻
の
語
物
家
平
は
話
た
し
進
寄

 
三 

「 

金

。
す
ま
い
て
れ
か
書
に
」
渡

　

は
に
堂
お
、
在
現

 

、
来
如
日
大

薬

、
れ
ら
祭
も
仏
諸
の
来
如
光
璃
瑠
師

８
年
毎
、
く
つ
あ
も
敬
崇
の
民
住
元
地

施
蔵
地
軍
将
は
に
月

わ
行
が
養
供
鬼
餓

納
奉
の
踊
舞
、
か
わ
に
多
博
。
す
ま
れ

で
者
拝
参
の
く
多
ら
か
郊
近
、
り
あ
も

】
人
内
案
【

　

』
会
）
ぽ
ん
さ
（
歩
・
歩
・
歩
『

　
　

　
　
　
　
　
　
　

 

　

 

本
橋

 

雄
幸

お堂に鎮座する将軍地蔵

（所在地） 東区箱崎１
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で
地
の
こ
、
が
后
皇
功
神
は
宮
椎
香

天
武
聖
、
後
の
そ
、
れ
さ
と
源
起
が

営
造
が
殿
社
の
后
皇
同
に
代
時
の
皇

古
、
で
の
た
れ
さ
）
工
竣
年
４
２
７
（

れ
ば
呼
と
廟
椎
香
て
せ
併
を
宮
両
は
く

大
幣
官
は
に
代
時
治
明
。
た
し
ま
い
て

し
称
と
宮
椎
香
ら
か
後
戦
、
宮
椎
香
社

。
す
ま
い
て

　

に
先
た
て
隔
を
池
蒲
菖
り
入
に
内
境

造
木
白
の
檜
総
、
は
門
楼
の
層
重
つ
立

治
明
で
り

36

に
）
年
3
0
9
1
（
年

に
門
楼
の
こ
。
す
で
の
も
た
れ
さ
建
再

ま
り
あ
が
塀
筋
る
び
伸
ら
か
右
左
は

が
線
の
状
帯
い
白
に
壁
土
は
塀
筋
。
す

は
た
ま
所
御
は
と
も
、
で
）
塀
た
い
ふ

し
住
居
て
し
家
出
が
ど
な
族
皇
（
跡
門

の
筋
。
た
し
ま
れ
ら
い
用
で
）
院
寺
た

最
を
本
五
、
り
な
異
り
よ
に
式
格
は
数

。
す
ま
い
て
し
と
上

　

勅
の
皇
天
は
の
る
れ
ら
け
付
を
塀
筋

香
。
た
し
で
要
必
が
可
許
り
ま
つ
、
許

る
あ
の
り
が
な
つ
と
家
皇
天
が
宮
椎

と
」）
物
建
る
祭
を
物
人
の
定
特
（
廟
「

紋
の
菊
は
に
扉
の
門
楼
、
で
証
の
て
し

。
す
ま
い
て
れ
さ
用
使
が
章

】
人
内
案
【

　

』
会
）
ぽ
ん
さ
（
歩
・
歩
・
歩
『

　
　

　
　
　
　
　
　

 

　

    

尾
瀬

 

六
雄

帯状の５本の線が入った香椎宮の筋塀
楼門の左右に、ある塀が「筋塀」

（所在地） 東区香椎４



18

　
　

　

、
後
定
平
州
九
の
吉
秀
臣
豊
、
は
城
島
名

配
支
を
前
筑
と
察
監
州
九
、
り
よ
に
命
の

正
天
、
て
し
と
地
心
中
の
治
政
る
す

16
年

。
た
し
ま
し
城
築
に
）
年
８
８
５
１
（　

選
を
所
場
が
ら
自
が
吉
秀
、
は
城
の
こ

計
設
を
所
要
の
城
、
め
決
を
置
配
の
城
び

文
山
桃
ら
が
な
模
規
小
、
れ
わ
言
と
た
し

で
城
水
な
華
豪
爛
絢
た
め
極
を
粋
の
化

屋
護
名
前
肥
は
吉
秀
、
折
の
）
兵
出
鮮
朝
（

宿
り
寄
ち
立
と
ら
君
淀
、
中
途
の
下
西
へ

。
す
ま
い
て
し
泊

　

は
川
早
小

13

慶
、
め
治
を
城
の
こ
間
年

代
に
政
長
田
黒
）
年
０
０
６
１
（
年
５
長

地
の
城
岡
福
の
在
現
、
は
政
長
、
と
る
わ

城
島
名
き
と
の
こ
。
た
し
ま
き
築
を
城
に

の
城
新
を
材
木
、
材
石
の
そ
、
し
体
解
を

の
も
た
し
築
移
。
た
し
ま
し
用
使
に
城
築

。
す
ま
い
て
れ
ば
呼
と
」
け
引
島
名
「
は

　

、
前
年
０
０
４
約
、
と
つ
立
に
跡
城
島
名

灘
界
玄
ら
か
閣
守
天
、
え
終
を
定
平
本
日

い
思
と
へ
陸
大
ら
か
島
半
鮮
朝
、
み
望
を

思
、
を
望
野
と
夢
の
将
武
国
戦
た
せ
馳
を

が
と
こ
す
ら
巡
い

。
す
ま
き
で

】
人
内
案
【

　

』
会
）
ぽ
ん
さ
（
歩
・
歩
・
歩
『

　
　

　
　
　
　
　
　

 

　

 

　
口
江

 

彦
明

（所在地） 東区名島１
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